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　　会長　愛甲　彰人

日　時：平成25年6月１日（土）
　　　　12時 ～ 15時
　　　　受付開始　11時30分

場　所：東海大学校友会館「阿蘇の間」
　　　　〒100-6033　千代田区霞が関３－２－５
　　　　霞が関ビル35階
　　　　TEL 03-3581-0121

会　費：一人7,000円　ご夫婦13,000円
　　　　80歳以上4,000円
　　　　卒業後5～10年 4,000円
　　　　卒業後4年間無料

　※上記会費にプラス年間維持費1,000円　　　　

連絡先：川高20期　尾曲 博司
　　　　　　　　　TEL 090-4676-3674

　　　　川高24期　皆元　正幸
　　　　　　　　　TEL 03-3265-5890（昼間）
　　　　　　　　　TEL 045-903-8486（夜間・休日）

ご出席の場合、５月20日（月）までに、所定の方法（左記：同窓
会事務局掲示板参照）でお手続きして頂きますよう重ねてお願いい
たします。

＊＊＊今年からの大きな変更点＊＊＊
今年から同窓会参加方法等について、大きな改善を行いまし
たのでお知らせします。

1 会費の値下げ
① 参加会費一人　7,000 円（夫婦 13,000 円）
② 高校卒業後4年間は無料とする。（学生、社会人とも同じ）
今年は平成 22 年 3 月 ~25 年 3 月卒業生が対象になりま
す。

③ 80 才以上は参加会費 4,000 円（卒業年度で対応）
　今年は 3 期昭和 26 年卒業以前の方が対象になります。
④ 高校卒業後 5~10 年目も参加費 4,000 円
今年は平成 21 年卒（61 期）~16 年卒（56 期）の人が対
象になります。
維持会費（年間）は、一律 1,000 円とする。

2 参加会費の徴収方法の変更
従来は総会当日、会場にて受け付けていましたが、今回よ
り、事前に同封の振込用紙での振込をお願いいたします。

3 振込用紙で出欠の確認を行いますので、振込用紙には卒業
　  年度、氏名、住所、電話番号を必ず記入してください。

4 その他、より細かい注意事項も併せ、「48 回定時総会開催
　　にあたっての特別なお願い文」を同封してありますので、
　　ご一読ください。

｢

心
に
刻｣

東
京
可
愛
山
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長
　
愛
　
甲
　
彰
　
人
　

（
川
高
十
六
期
）

　

皆
様
、
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
平
成
２
５
年
度
可
愛

山
同
窓
会
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。

　

こ
の
冬
は
厳
し
い
冷
え
込
み
と
暴
風
暴
雪
で
悲

し
い
出
来
事
も
あ
り
、
急
激
な
気
温
の
上
昇
に
よ
り
、

春
の
温
暖
な
気
候
を
感
じ
る
間
も
な
く
花
満
開
と
な

り
、
若
葉
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

東
日
本
の
震
災
、
北
国
の
暴
風
雪
と
自
然
の
猛
威

を
感
じ
る
昨
今
で
、
豪
雪
の
事
故
を
通
し
て
親
子
の

愛
情
や
近
隣
の
人
々
の
思
い
や
り
の
報
道
に
接
し
さ

せ
て
頂
ま
し
た
。
天
候
が
不
順
で
自
然
の
力
の
驚
異

を
味
わ
い
、
地
震
も
頻
発
し
、
毎
日
緊
張
感
を
持
ち
、

い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。東

日
本
震
災
復
興
の
明
る
い
報
道
の
一
方
、
除
染

が
進
ま
ぬ
帰
宅
困
難
地
域
・
移
転
地
域
も
あ
り
、
景

気
の
変
化
の
兆
し
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
根
気

強
い
復
興
の
取
り
組
み
と
地
道
な
活
動
力
の
大
切
さ

を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

本
会
の
代
表
と
し
て
数
回
県
人
会
の
会
合
に
参

加
す
る
機
会
を
持
た
し
て
頂
き
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
団
体
で
異
な
っ
た
取
り
組
み
を

実
施
さ
れ
て
い
る
事
に
ふ
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
与
え
て
い
た
だ

い
た
機
会
を
大
切
に
し
、
多
く
の
活
動
に

参
加
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
心
意

気
を
感
じ
、
活
動
の
心
意
気
を
大
切
に
し
た
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
東
日
本
の
震
災
復
興
支
援
に
引
き

続
き
取
り
組
ま
れ
る
姿
勢
を
家
族
・
集
ま
り
・
職
場

等
で
流
布
し
て
ゆ
く
こ
と
が
思
い
や
り
・
絆
を
思
う

意
識
の
高
揚
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
く
社
会
的
出
来
事
を
振
り
返
る
と
尊
属
を

傷
つ
け
る
内
容
を
多
く
目
に
し
、
社
会
の
助
け
合
う

姿
勢
と
異
な
る
動
き
を
感
じ
ま
す
。
身
近
な
存
在
に

示
す
心
配
り
・
気
配
り
と
存
在
が
近
す
ぎ
て
我
が
儘

と
感
情
を
抑
え
ら
れ
な
い
、
堪
え
性
の
無
さ
と
感
情

的
に
行
動
し
て
し
ま
う
日
本
人
の
行
動
に
心
寂
し
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

近
年
上
京
す
る
卒
業
生
の
数
が
減
少
し
、
高
齢

化
に
よ
り
参
加
を
見
合
わ
せ
る
方
々
も
増
加
し
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
。
幹
事
会
と
し
て
も
同
窓
会

誌
の
紙
面
の
内
容
・
会
次
第
の
内
容
の
変
化
と
工
夫

を
凝
ら
し
、
実
行
致
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
可
愛
山

同
窓
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
楽
し
み
、
旧
交
を
温
め
、

新
し
い
触
れ
合
い
を
つ
く
り
、
ご
感
想
を
兼
ね
て
ご

意
見
を
頂
き
参
考
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
大
勢
の
参

加
を
頂
き
、
ご
協
力
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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凛
と
し
た
卒
業
式

可
愛
山
同
窓
会
会
長
　
山
田
島
　
稔

　

東
京
可
愛
山
同
窓
会
会
員
の
皆

様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
に
て
ご

活
躍
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

さ
て
、
去
る
三
月
一
日
川
内
高

校
の
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
小
生
も

同
窓
会
長
と
し
て
出
席
、
二
八
六

名
の
卒
業
生
が
母
校
を
元
気
よ
く
巣
立
っ
て
い
く
場
に
立

ち
会
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
公
立
・
私
立
の
高
校
の
卒
業
式
に
何
回

も
出
席
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
一
糸
乱
れ
ず
整
然
と

し
て
引
き
締
ま
っ
た
卒
業
式
や
、
趣
向
を
凝
ら
し
恩
師
や

保
護
者
へ
の
感
謝
を
強
調
し
た
卒
業
式
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
校
風
と
も
い
う
べ
き
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
り
そ
の

学
校
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
我
が
母
校
の
卒
業
式
は
と
い
え
ば
、
一
言

で
表
現
す
る
な
ら
ば
「
凛
と
し
た
卒
業
式
」
と
言
っ
て
い

い
か
と
思
い
ま
す
。
し
わ
ぶ
き
ひ
と
つ
聞
こ
え
な
い
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
、
粛
々
と
行
な
わ
れ
る
卒
業
式
は
ま
さ
に

感
動
で
あ
り
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
川
内
高
校
で
は
卒
業
五
十
年
の
節
目

を
迎
え
た
同
窓
生
を
卒
業
式
に
招
待
し
て
一
緒
に
卒
業
式

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
八
十
数
名
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
五
十
年
ぶ
り
の
母
校

訪
問
で
感
激
し
、
更
に
卒
業
式
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
さ
す

が
我
が
母
校
・
我
が
後
輩
達
と
の
思
い
に
感
動
し
た
と
言

わ
れ
ま
す
。
五
月
発
行
の
「
可
愛
山
同
窓
会
報
」
に
五
十

年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
れ
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
「
十
五
期
」
の
皆

さ
ん
の
写
真
を
大
き
く
掲
載
し
ま
す
。
そ
の
他
の
記
事
や

報
告
事
項
等
情
報
満
載
で
す
の
で
「
可
愛
山
同
窓
会
報
」

を
ぜ
ひ
ご
一
読
下
さ
い
。

四
月
九
日
に
は
三
百
二
十
名
の
新
入
生
を
迎
え
て
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
彼
ら
が
川
内
高
校
で
大
き
く
成
長

し
て
三
年
後
に
立
派
に
巣
立
っ
て
い
く
の
が
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

財
団
法
人
川
内
高
校
奨
学
会
を
解
散
し
、
川
内
高
校
可

愛
山
同
窓
会
に
移
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
十
二
期
の
時
吉
寛
さ
ん
が
寄
稿
し
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
の
で
報
告
だ
け
し
て
お
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

東
京
可
愛
山
同
窓
会
に
寄
せ
て

鹿
児
島
県
立
川
内
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　

第
二
十
五
代
校
長
　
田
島
　
洋
輝

東
京
可
愛
山
同
窓
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
四
月
に
赴
任
し
て
、
生
徒
た

ち
の
明
る
く
爽
や
か
な
挨
拶
や
礼
儀

正
し
い
態
度
に
元
気
を
も
ら
い
な
が

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
川

高
生
は
、
と
り
わ
け
、
素
直
で
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
反
応
が
よ
く
き
ち
ん
と
し
た
受
け
答
え
が
で
き
る
生
徒
が

多
い
の
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
も
家
庭
で
の
し
つ
け
や

各
学
校
行
事
・
部
活
動
等
を
と
お
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
挨
拶
等
の
「
人
間
力
」
が
つ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

去
る
三
月
一
日
、
大
規
模
改
修
工
事
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
体
育
館
で
、
卒
業
後
五
十
年
目
を
迎
え
ら
れ
た
十
五
期
生
の

多
数
の
皆
様
方
の
御
臨
席
を
い
た
だ
き
第
六
十
五
回
卒
業
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
校
長
式
辞
の
中
で
、「
江
戸
時
代

末
期
、
串
木
野
の
羽
島
の
港
か
ら
、
欧
米
の
進
ん
だ
文
明
を

学
ぶ
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
を
目
指
し
て
海
を
渡
っ
た
薩
摩
英
国

留
学
生
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
『
薩

摩
ス
ピ
リ
ッ
ツ
』
で
、
自
ら
求
め
て
学
ぶ
情
熱
を
持
ち
、
既

成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
で
、
頭
を
高
く
上
げ
人

生
を
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

皆
様
方
の
後
輩
達
は
、
校
訓
で
あ
る
「
自
律
・
敬
愛
・
剛
健
」

の
下
、「
文
武
両
道
叡
智
を
磨
く
わ
が
母
校
」
の
校
是
を
拠
り

所
と
し
て
、
日
常
の
勉
学
や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
を
中
心

に
、
か
け
が
え
の
な
い
青
春
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
研
鑽
の
日
々

を
重
ね
、
昨
年
は
七
つ
も
の
部
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど

数
々
の
実
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
東
京
可
愛
山
同
窓
会
を
皮
切
り
に
、
八
つ
の
各
支
部

同
窓
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
様

方
の
母
校
に
対
す
る
愛
情
に
感
激
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
実
績

を
あ
げ
ら
れ
る
の
も
、
同
窓
会
の
皆
様
の
母
校
に
対
す
る
日
頃

の
惜
し
み
な
い
御
支
援
・
御
協
力
の
お
陰
だ
と
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
川
内
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、「
東
京
可
愛
山
同
窓
会
」
の
益
々
の
発
展
と
会
員

の
皆
様
方
の
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す

薩
摩
隼
人
の
原
風
景

　
　
五
十
年
を
隔
て
た
後
輩
達
の
卒
業
式
に
想
う

松
下
　
陸
朗
（
第
十
五
期
静
岡
県
在
住
）

川
高
第
六
十
五
回
卒
業
式
へ
の

招
待
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
３
月

１
日
、
五
十
年
ぶ
り
に
我
が
母
校

の
門
を
入
り
ま
し
た
。

受
付
を
済
ま
せ
る
と
そ
こ
に
は

見
知
ら
ぬ
初
老
の
紳
士
、
淑
女
の
顔
、
顔
、
顔
・
・
ま
る

で
浦
島
太
郎
の
よ
う
な
心
境
で
し
た
。
そ
し
て
導
か
れ
る

ま
ま
に
式
場
に
入
る
と
２
８
６
名
の
六
十
五
期
卒
業
生
と

ご
父
兄
た
ち
が
整
然
と
待
機
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

厳
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
粛
々
と
進
行
し
て
い
く
卒

業
証
書
の
授
与
に
緊
張
し
た
面
持
ち
の
五
十
歳
若
い
後
輩

た
ち
の
未
来
に
栄
光
あ
れ
と
祈
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
の
祖
父
は
川
中
の
一
期
生
、父
も
川
中
二
十
一
期
生
、

私
が
川
高
十
五
期
生
で
三
代
に
亘
り
校
訓
の
自
律
・
敬
愛
・

剛
健
の
気
風
を
高
校
お
よ
び
郷
中
教
育
の
な
か
で
血
肉
と

し
て
叩
き
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

五
十
年
前
、
進
学
の
た
め
に
上
京
、
卒
業
し
て
静
岡
の

テ
レ
ビ
局
に
入
社
、
社
会
人
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
人
と
し
て

静
岡
を
拠
点
に
静
岡
県
内
や
東
京
で
、
責
任
あ
る
立
場
に

な
っ
て
か
ら
は
全
国
を
、
時
に
は
海
外
を
股
に
か
け
て
我

が
人
生
に
悔
い
の
な
い
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。

地
縁
・
血
縁
の
全
く
な
い
静
岡
で
し
た
が
、
じ
つ
は
静

岡
市
の
中
心
を
流
れ
る
安
倍
川
の
中
流
域
に
我
が
故
郷
の

素
晴
ら
し
い
遺
跡
が
大
事
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
家

康
の
時
代
に
江
戸
幕
府
に
命
じ
ら
れ
た
薩
摩
藩
が
氾
濫
か

ら
駿
府
を
守
る
た
め
に
「
薩
摩
土
手
」
と
呼
ば
れ
る
立
派

な
堤
を
築
い
た
の
で
す
。
約
５
０
０
ｍ
の
よ
く
管
理
さ
れ

た
堤
に
は
薩
摩
人
を
讃
え
る
石
碑
が
あ
り
毎
年
４
月
に
は

桜
が
見
事
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

若
き
六
十
五
期
の
後
輩
た
ち
よ
「
大
丈
夫
！
君
た
ち
に

は
薩
摩
隼
人
の
血
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
！
」

川
高
に
な
っ
て
か
ら
１
６
１
３
１
名
、
川
中
、
川
内
高

女
か
ら
の
卒
業
生
は
３
万
人
を
越
え
た
そ
う
で
す
。
篠
つ

く
島
津
雨
が
式
場
の
体
育
館
の
屋
根
を
叩
き
粛
然
と
式
は

終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
を
昼
夜
に
わ
た
っ
て
運
営
し
て
下
さ
っ
た

同
期
の
方
々
と
川
内
高
校
の
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

田中正治
国際特許事務所
弁理士

田 中 正 治
〒100－0014
東京都千代田区永田町2丁目4番7号
秀和永田町レジデンス502号
電 話 03－5251－7791
FAX 03－3580－4790
鹿児島支所電話0996－30－0745

（川高5期）

菊池史憲法律事務所
辯護士

菊 池 史 憲
事務所
〒107－0052
東京都港区赤坂9丁目6番28－207号
アルベルゴ乃木坂ビル2階207号
電 話 03－3403－7031
FAX 03－3403－0529

（川中46期）

IJEC
カウンセリングカレッジICC代表
東京家政大学名誉教授
医学博士

橋 口 英 俊
IJEC事務局
〒170－0013
東京都豊島区東池袋3－7－11－806
電 話 03－5953－6625
FAX 03－5953－6635

（川高7期）

東和電気株式会社
代表取締役会長CEO

藤 峯 武 一
本社：〒105－0004
東京都港区新橋2丁目13番8号
電 話 03－3504－1511
FAX 03－3580－6162
事業所：国内10支店・海外10支店

（川高6期）

四枝会計事務所
税理士

四 枝 秀 雄
〒203－0054
東京都東久留米市中央町6－3－6
電 話 0424－71－2051
FAX 0424－71－3396

（川中41期）
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有限会社
エス・イー・エス
代表取締役

柳 田 宏 幸
〒359－0001
埼玉県所沢市下富1043－142
電話・FAX　04－2942－3782

（川高9期）

第 47回　～東京可愛山同窓会の様子～

第
六
十
五
回
川
内
高
校
卒
業
式

　
　
ご
列
席
の
第
十
五
期
の
皆
様
　

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日

　

井上教授による「大学の今」
～これからどう変わる？
―情報化の光と影―愛甲新会長就任挨拶

可愛山同窓会
山田島会長来賓挨拶
感慨深く！

東京可愛山同窓会
橋口前会長様

川内高校第 25 代
田島校長ご列席

＊＊＊ 懇親会のスナップ写真 ＊＊＊

日本製粉株式会社
特別顧問

青 崎　 済
本社
〒151－8537
東京都渋谷区千駄ヶ谷5丁目27番5号
電 話 03－3350－2316

（川高14期）

千代田区立教育研究所

愛 甲 彰 人
〒101－0048
東京都千代田区神田司町2－16
電 話 042－665－3952（自宅）

（川高16期）

第一東京国際
特許事務所

所長・弁理士

小 島 高城郎
〒100－0006
東京都千代田区有楽町2－10－1
東京交通会館9階
電 話 03－3284－0301（代）
FAX 03－3284－0305（代）

（川高16期）

貫 薗 純 一

（川高17期）

熱唱披露のArtist
JUN NAGAYAMA
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紹　介　～社会で活躍されている先輩・後輩～
東京可愛山同窓会の皆様、私は、現在、陸上自衛隊空挺教育隊長を拝命し
ております賦勺と申します。
川内高校OBの方々が東京可愛山同窓会を組織され活動されていることを
知り心強く思うと同時に今回初めて参加できることを嬉しく思っております。
同窓会の多くの方に自衛隊や空挺部隊について、あまり知られていないか
と思い、少しばかり私共の行っている行事をご紹介させてもらいます。
・8月 3～ 4日 習志野駐屯地夏祭り
・8月 24 日 富士総合火力演習
・10 月 27 日 自衛隊観閲式
・11 月中旬 自衛隊音楽祭
・1月 12 日 第 1 空挺団降下訓練始め
これらは、誰でも見に行くことが出来ます。
自衛隊は、陸海空の3隊がそれぞれ自己完結型の任務を担って全国に駐屯し、
様々な職務を隊員が遂行しております。また、国内ばかりでなく海外におい
ても PKO活動を始め、国連本部や各国大使館で活動を行っております。
私は、国内で部隊長や総務・人事・情報幕僚等を歴任して来ましたが、陸
上自衛官の良い所や魅力は、国内外で様々な仕事が出来るところにあります。
また、国内においては地域の皆さんと共にあることを痛感し、その充実感が
我々にエネルギーを与えてくれます。
久しぶりに関東に帰ってきました。今も、職業がら単身赴任が続いており
ます。しばらくは習志野に居る予定ですので、もし興味がお有でしたら自衛
隊を覗いてみて下さい。

陸上自衛隊空挺教育隊長

１等陸佐　賦
ふす く

勺　義
よしや

矢
（川高 32 期）

～プロフィール～
1961　川内市天辰町生まれ
1977　川内高校入学
1980　防衛大学校入学
1984　陸上自衛隊幹部候補生
1985　秋田駐屯地（小隊長）
1995　大阪信太山駐屯地（中隊長）
2010　函館駐屯地
　　　（連隊長兼駐屯地司令）
2012　習志野駐屯地（現職）
　
趣味 : 散歩、読書

奨
学
会
活
動
が
同
窓
会
の
事
業
で
継
続

今
年
も
卒
業
五
〇
年
の
先
輩
を
招
い
て
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、

母
校
の
奨
学
会
に
対
し
て
多
額
の
寄
付
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
わ

が
母
校
に
は
先
輩
方
か
ら
引
き
継
が
れ
た
立
派
な
奨
学
会
制
度

が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
東
京
の
先
輩
方
が
中
心
に
な
っ
て
在
校

生
を
支
援
し
て
い
た
活
動
が
、
そ
の
後
同
窓
会
と
学
校
と
で
財

団
法
人
「
川
内
高
校
奨
学
会
」
を
設
立
し
て
こ
れ
ま
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
内
容
は
月
額
一
万
円
を
各
学
年
五
人
に
支
給
し

（
二
・
三
年
生
は
十
二
ヶ
月
。
一
年
生
は
七
ヶ
月
）、
返
済
義
務
の

無
い
制
度
で
す
。
と
こ
ろ
が
平
成
十
九
年
に
い
わ
ゆ
る
小
泉
改

革
の
一
環
で
公
益
法
人
の
制
度
見
直
し
が
政
府
の
方
針
と
し
て

行
わ
れ
、
法
人
形
態
の
変
更
を
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
公
益

法
人
に
移
行
す
る
か
、
一
般
法
人
移
行
か
あ
る
い
は
解
散
か
と
、

幾
度
と
な
く
会
議
を
重
ね
た
結
果
、
同
窓
会
の
新
し
い
事
業
と

し
て
活
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
奨
学
会
は

十
一
月
末
で
解
散
し
た
の
で
す
。

移
行
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は
公
益
法
人
で
あ
れ
ば
監
督
官
庁

（
県
教
育
委
員
会
）
の
関
与
が
こ
れ
ま
で
よ
り
厳
し
く
、
ま
た
一

般
法
人
で
あ
れ
ば
会
員
か
ら
の
温
か
い
寄
付
や
伝
統
と
な
っ
た

卒
業
五
十
年
記
念
寄
付
金
ま
で
も
課
税
す
る
と
い
う
貧
乏
組
織

に
は
残
酷
な
見
返
り
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
収
益
事
業
の
無
い

財
団
な
の
で
資
金
運
用
は
常
に
ジ
リ
貧
状
態
で
あ
り
、
ま
た
制

度
を
取
止
め
る
と
基
本
財
産
は
国
が
没
収
す
る
制
度
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
窓
会
と
し
て
活
動
す
る
な
ら
ば
基
本
財

産
を
継
承
し
て
活
動
が
続
行
可
能
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
財
団
法
人
を
解
散
し
て
、
保
有
し
て
い
た
不

動
産
（
土
地
）
は
県
に
寄
贈
し
、
基
本
財
産
の
運
用
益
と
会
員

諸
氏
の
篤
志
を
中
心
に
従
来
と
同
様
の
奨
学
会
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
在
校
生
た
ち
の
育
成
支
援
に
な
っ
て
き
た

し
今
後
も
支
援
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
体
制
の

発
足
と
と
も
に
引
き
続
き
資
金
の
確
保
の
た
め
に
同
窓
生
の
一

層
の
あ
た
た
か
い
支
援
を
望
み
ま
す
。
ま
た
過
去
の
受
給
者
の

動
静
が
全
く
不
明
な
の
で
受
給
者
か
ら
の
意
見
・
感
想
な
ど
を

会
報
に
投
稿
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
五
年
三
月
十
日　

記　

文
責
・
時
吉
寛
）

株式会社 南武
代表取締役

崎 山 美 親
事務所
〒179－0073
東京都練馬区田柄3－17－5
電 話 03－3926－2466
FAX 03－3926－3466

（川高19期）

株式会社
五井キャピタルホテル

会社役員

齋 藤 信 子
〒290－0081
千葉県市原市五井中央2－3－2
電 話 0436－21－1101
FAX 0436－21－1840

（川高20期）

株式会社キーバインド
代表取締役
坂元隆也（川高23期）
専務取締役
渡邉泰久（川高26期）
〒171－0033
東京都豊島区高田3－18－11
シルヴァー高田馬場ビル4階
電 話 03－5928－9021
FAX 03－5928－9022

AJMMC
特定非営利活動法人
日本ミャンマー交流協会
理事

髙 柳 健 一
〒101-0047
東京都千代田区内神田3-5-1　
大畜ビル5B
電 話 03－6204－4107
FAX 03－6206－4108

（川高24期）

福 山 喜代子
旬肴素処

〒104－0061
東京都中央区銀座2－16－7
電通恒産第3ビル1階
電話・FAX　03－5565－1883

（川高24期）
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母校だより~高き理想をめざし、常に進化し続ける川高生~トピックス

★日本ハム木佐貫『万全』鶴岡も太鼓判（川高51期）
2009 年 12 月に巨人からオリックスに移籍した木佐貫投手に東京可愛山同窓会第 10 号に「今年に翔る」と題
して、抱負を語っていただいてから早 3年が経ちました。
巨人時代の 7年とオリックスでの 3年間の戦績を比べて、素人野球評論家の筆者の見方は、まず三振が取れ
ること投手の生命線である防御率が格段に良くなっていることから判断して、熟練の投球術でかつてのホーム
球場を主戦場に新たな 10 年に向けて大いに活躍すると見ています。

★ソニーセミコンダクター社長　久留巣敏郎（川高29期）
2012 年 11 月に代表取締役に就任、国内の製造業が苦戦する中で、県内の誘致企業が撤退、縮小していること
は会員の皆様ご承知のとおりでありますが、我が母校出身者の彼は、物静かな容姿に似ず頭脳にはソニーが積
み重ねてきた確かな技術の集積があり、設計、開発、製造という一貫した製品づくりを九州 4県で展開してい
ます。

ふるさと通信
薩摩川内市企画政策部新エネルギー対策課長　久　保　信　治

薩摩川内市は、現在、「次世代エネルギーを活用したまちづくり」について、「農業の六次産業化」・「観光振の重要
施策の 3本柱の一つとして強力に取りくんでおります。
ご存じのとおり薩摩川内市は、古くから火力発電所や原子力発電所、ガス供給施設等があり、九州地域の基幹電源
の供給地として長きにわたり重要な役割を担って参りました。
他方、快適な街なか生活、ゴールド集落（限界集落）等での生活、エネルギーが豊富なまちでの生活、特徴を活か
し経済を高める産業誘致や既存産業の育成・支援、都の基盤整備、及び持続可能な市政運営等、数多く問題点・課題
が山積しております。
そのような中、平成 23 年 3 月に発生した、東日本大震災や福島第一原子力発電所の事故を契機に、このままのスピー
ド感では、薩摩川内市の持続的発展が出来ないと判断し、市長が以前から思い描いていた「次世代エネルギーを活用
したまちづくり」を新基軸として加速化させることが重要であると同年の 10 月に新しい組織「新エネルギー対策課
新設」及び 6部 1局からなる庁内プロジェクトチームを立ち上げ、更には経済産業省から部長級を迎えて施策を進め
ることになりました。
平成 24 年度は 9回のビジョン策定委員会を開催し、併せて地区コミュニティ協議会・鹿児島純心女子大学・ポリ
テクカレッジ・川内高校・れいめい高校・各種団体との意見交換会を実施して、今年度 3月末に「薩摩川内市次世代
エネルギービジョン」を策定しました。
このビジョンは一言で申せば「市内に内在する多くの課題を解決できる市民が喜ぶ面での処方箋」を示し、今後
10 年程度かけて市民の方々の暮らし方や働き方の変革を促し、本市の持続的経済発展に繋げていくものであります。
他の自治体が策定しているビジョンとの相違点は、単に「再生可能エネルギー関連（太陽光・風力・バイオマス）
を普及拡大する目標を定めた」ものではなく、どちらかと言えば「エネルギーまちづくり総合計画」になっているの
が特徴であります。
平成 25 年度は、このビジョン・行動計画の理念の下、平成 26 年度春に川内港から新高速船が就航することに併せ
た川内駅⇔川内港シャトルバスに電気バスの導入、甑島地区に EV・超小型モビリティの導入、東郷に小水力発電、
市街地にスマートハウス、市内全域でスマートグリッド等、多様なエネルギー面での実証事業等の施策で「観光振興」
や「市民の安全・安心等」利便性向上に繋げていくこととしております。
以上、次世代エネルギーを活用した取り組みの骨格について、一部ご紹介させて頂きました。
（詳しくは本市HPをご参照されるか、またはお問い合わせ下さい。）
今後とも市政全般へのご支援をお願いしますとともに、「東京可愛山同窓会」の益々のご発展と、会員の皆様のご
健勝・ご活躍をお祈りいたします。

有限会社リア機工

代表取締役

砂 田 利 美
〒179-0074
東京都練馬区春日町1－18－16
電 話 03－3825－2328
FAX 03－3825－8211

（川高26期）

株式会社
ライトスタッフ

末 永 力 男
〒151-0051
東京都渋谷区千駄ヶ谷3－60－1
電 話 03－3796－0841

（川高27期）

鹿児島酒処ふるさと
代表

小 山　 猛
〒160－0004
東京都新宿区四谷1－8－14
四谷第一ビルB1
電 話 03－3352－0031
JR各線四谷駅徒歩3分
東京メトロ南北線四谷駅徒歩1分

（川高26期）

株式会社
トラスト・ファイブ
代表取締役

南 薗 浩 一
〒150－0002
東京都渋谷区渋谷2－22－3
渋谷東口ビル3階
電 話 03－3409－1351

（川高26期）

株式会社インテック

代表取締役

脇 園 弘 康
〒113-0033
東京都文京区本郷2-10-5
富士ビル別館
電 話 03－3830－1911
FAX 03－3830－1912

（川高26期）
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平成 24年度　年間維持費　払込の皆様　　ご協力有難うございました。（順不同・敬称略）
※この会費は平成 5年から頂き、総会の準備に必要な通信費 ･印刷費・幹事会などの費用として使わせてもらっています。

川高女25期
伊勢　文 子
上原　貞子
江畑　チヨ
久木 留和子
大竹　淑子
田上　章子

　
川高女27期
片山　和子

　
川高女28期
皆吉　典子
木村 千鶴子

　
川高女30期
瀨戸口 ミサカ
冨田　洋子
浅田 茂里子
上野 イチ子
勝目　洋子
杉光　一子
田 嶋  　 安
玉利　信子
茶円　絹子
甫立 百合子
前田 さとみ
巻 　 尚 子
森 　 笑 子
森田　和子
吉留 とし子
平田　信子

　
川高女31期
加藤 美智子
新地　孝子
中間　芳子
阿部　尚子
井上 きし子
今村　和子
今村　幸子
桑原　叶子
関谷 美恵子
山 本　　 鈴

川 中 41 期
長谷場 琢哉
四枝　秀雄
小幡　秀一
黒江　賢一

　
川 中 45 期
廣田　栄一
笠原　一徹
後藤　悛二
花牟禮　哲
冨士代 照夫
榊　 邦 弘
野間口　透

　
川 中 46 期
菊池　史憲

前囿　利治
隈部　寿一
井 上　　 脩
小川　三郎
神　　 幸 男
川路　泰郎
木下　隆文
児浦　敏郎
国分 友三郎
権執印 貞博
鈴木　和典
永 松　　 陟
新 原　　 晃
濱田　武徳
深見　幸男
船越　昭生

　
川 中 47 期
（川高 1 期）
上川　道夫
十島　久成
福園　一成
三宅　恭二
神 園　　 登
森下　壽雄
高崎　駿一
井上　守忠
柏木 利津子
北野 俊太郎
是枝　巧朗
新地　兼丸
本田　忠丸
吉留　和子

　
川 中 48 期
（川高 2 期）
木元　尚男
塩田　浚一
福山　眞弘
上 野　　 学
出口　道雄
岩谷　祐作
小島　満郎
島村　道男
須崎　五男
田畑　成則
牧迫　一憲
松 山　　 稔

川 高 3 期
細山田 充利
磯田　勝一
岩下　篤男
緒方　幸子
佐藤　清行
田原　昭七

川 高 4 期
山内　安平
里薗　末義
大六野 喜弘
真田 カズエ

小鷹 まり子
湯山　彬子
畠 中　　 瞳
宮川　芳子
鹿子木 ミヨ子
茶圓　二治
井上　安恒
有村　正記
井上　洋三
乙須　利昭
鮫島　睦子
下町　和雄
武田　昭生
田原　讓二
長　　 連 盟
遠矢　義行
豊 島　　 賢
中村　五郎
馬場　康隆
樋渡　真明
堀　　 史 郎
前ノ園 満紀
矢田　淳子
吉永　和剛

川 高 5 期
田中　正治
木下　忠久
馬場　宣子
渕上　哲郎
宮里　能久

　
川 高 6 期
有 馬　　 進
木下　公明
藤峯　武一
落合　征周
大吉　敏夫
加藤　寛治
田島　忠尚
中池　幸典
山田　絹子
山之内 充志
吉川 紀代子

川 高 7 期
橋口　英俊
山之内　巖
松下　寿一
田代 希代美
東　　 順 子
田畑 香代子
阿部　芳子
長薗　祐光
小原木 光治
猪原　暉雄
飯山　敦子
石川 知枝子
石 原　　 満
岩切　雅子
植村　清和
加藤 百合子

新原　徹郎
前田　恵久
町田　陽一
南　　　 篤

川 高 8 期
山 口　　 章
若松　俊宏
小牧　久純
野入　憲一
井上　勝子
塩釜　道子
鈴木　孝彦
高城　悦子
永薗　政隆
森 山　　 浩
屋久　孝夫
若松　久康
菅原　澄子
塚田　敦子

川 高 9 期
愛甲 健二郎
上野　静也
榊　　 省 吾
橋口 慎一郎
本渡　哲也
古里　明瑠
椚田　克子
中野　恵司
柳田　宏幸
沖　　 壽 子
春田　政孝
下畝地　学
大橋 利美子
上薗　昭大
内門　清子
仮屋　邦子
坂元　文麿
坂本　幸恵
地蔵　宣生
堤　　 多 美
中村　麗子
濱崎　浩三
林　ヨリ子
福寿　秀人
森下　邦彦
吉武　信一
吉満　芳明

川 高 10 期
前田　成文
上野　ツヤ
近藤 芙美子
久保　信行
久保 アツ子
根岸 美喜子
岡野　哲也
高畠　良宏
内田　国健
平松　二興
小川　紀子

有村　辰義
木場　貞成
菅原　紀子
崎山　睦雄
山下 棟一郎
茶圓　一昭
福永　康男
内 野　　 誠
有村　修一
小鷹　和子
奥出　孝子
落　　 玲 子
木村 美代子
神武　央司
猿渡　澄子
田中　六男
田中　雅代
財部 二千六
戸島　賀子
中野　広久
新留　充志
福田　泰次
松 崎　　 功
吉留　保夫
若松　チミ

　
川 高 11 期
山口　雅淳
青崎　祐憲
池田　律子
濱田　泰州
平島　和夫
飯林　水子
内山　恭子
大出 恵美子
奥野　恵子
神園 キミ子
菊谷　公男
小林　英樹
斎藤 千鶴子
下野　義則
津村　智子
中宅間 紀男
新増　梅子
比志島 康久
肱岡　猛雄
松尾　郁子
養母 紀代子
吉成　紀子
若松　幸代
渡辺　順子

川 高 12 期
今村　祥史
今村 かや子
時 吉　　 寛
橋口　昌続
森園　泰夫
市来　弘子
中野　由隆
鳥飼　勝幸
山下　敦子

中野　東和
米盛　寧郎
有馬　維男
家村 由美子
小川　征子
加藤　洋介
北野　正幸
小谷 トシ子
小塚 キヌ子
杉本 寿々代
関口 アツ子
田中　忠司
田中　良子
仲　　 隆 子
長濱　秀幸
橋口　黎明
橋野　弘文
福徳　俊之
藤井　裕士
増田　弘子
矢野　正子
柚木　克英
和田　和子

川 高 13 期
西　　 郁 郎
福重　憲二
里見 あけみ
大 島　　 収
阿保 南海子
阿部　和子
朝倉　典子
植村　康則
江口　祐隆
岡野　泰典
川畑　昭子
末永　年枝
滝野　洋子
田中　義久
谷山 志津江
新留　啓正
萩田　安子
畑中　洋子
藤山　貴久
松野　悦子

川 高 14 期
青 崎　　 済
白濱　直樹
金子　陽子
岸　　 富 美
久冨木 正嗣
久保　善睦
迫　　 道 子
新地　洋丸
中谷　和代
野平　敏子
花木　洋子
山下　睦子
山本　勝生
柳田　光子

川 高 15 期
石田 由紀子
大津　拓生
林　　 孝 平
平佐田　毅
福山　武壽

川 高 16 期
愛甲　彰人
鍋田　勝輔
斎藤　忠麿
南　　 勝 彦
小島 高城郎
橋口　四男
和田　公美
秋 森　　 和
今村　順平
上園　正義
柏木　春恵
加藤　順子
川畑　充昭
木村 ムツ子
芝沼 美佐緒
鈴木　絹子
田代　陽生
仲山　達子
野崎　佳子
久留　ヒロ
福山　怡夫
古川　四一
本山 隆一郎
森木　訓平

川 高 17 期
高城　尚子
東　　 俊 男
成松　正章
池田　良太
藤吉 俊太郎
宮原　徳夫
貫薗　純一
桐原　保法
秋村　純江
有光　克伸
神田 ツヤ子
栗原　祥子
坂本　タミ
佐藤　愛子
徳光　佳子
久永　道子
程木 ヤス子
向 原　　 蘇
若松　喜代
若本 ミサキ

川 高 18 期
二木　幸男
田川　寛篤
有村　隆治
廣瀬　澄夫
井上　順孝
中尾　紀之

野 中　　 裕
前園　和夫
新原　隆一
福元　治美
中島　教子
奥園　弘巳
吉永　彰俊
朝隈　康陽
板 垣　　 冶
小原　信夫
佐藤　和子
篠木　順子
津 田　　 勲
松 山　　 茂
村尾　平和
山賀 テル子

　
川 高 19 期
有 村　　 章
今村　修二
上堀 慶二郎
小原　純行
影山　滝子
中村　博人

川 高 20 期
尾曲　博司
村野　四郎
吉留　和男
慶田　博史
福田 久美子
塩田　律子
斉藤 みどり
迫　　 洋 造
川畑　賢一
齋藤　信子
橋口 むつみ
橋野 八重子
瀬戸山 繁樹
南　　 俊 作
唐見　博行
小倉　芳子
小原　恵子
児玉　良美
小林 りつ子
佐々木 イツ子
徳永 のり子
西上原　久
橋口　信正
藤田　好子
福元　洋記

川 高 21 期
徳 丸　　 律
小川　和枝
近藤 未知子
増満　四男
相原　勇二
山下　正作
山田島　誠
伊沢　幸子
奥義　由紀

大迫　憲道
上池　英博
新門 すみ子
高橋 知恵子
平方　隆子
村松 久美子
山下　國広

川 高 22 期
山下　重孝
原田　末隆
田畑 久美子
生駒　六郎
大埜 たえ子
荻野　良宏
田頭　芳市
若松　正次

川 高 23 期
坂元　隆也
永田　裕幸
落合　誠吾
北見　幹子
小谷川 仁子
小村　廣一
冨永　公朗
西　　 敏 久
箱 川　　 真
山元　龍也

川 高 24 期
皆元　正幸
東郷　順三
園田　成三
高柳　健一
山元　康文
福山 喜代子
福山　伸一
船川　孝子
安崎　和子
上口　信行
大橋 みさき
小原　利郎
川 森　　 毅
田中　孝司
谷　るみ子
仲村　睦子
箱川　祐子
松永　洋子

川 高 25 期
堀之内 佳武
桑原　能章
畑　喜代子

川 高 26 期
渡邉　泰久
小 山　　 猛
片山　周一
有 村　　 悟
井原　秀憲
庵　　 秀 夫

岩内　加代
上江川 謹次
上地 美勢子
楠元　孝明
近藤 千代子
花園　明紀
本間　康子
南薗　浩一
吉野　伸一

川 高 27 期
大塚　武子
末永　力男
渡 辺　　 恵
池田　博之
田島 紀美代
武田 慶四郎
中西　淳一
春木　鶴代
松田　弘子
森永　典子
脇園　博彦

川 高 28 期
植村　健二

川 高 30 期
小林　正剛

川 高 31 期
石上　聡子

川 高 32 期
永田　昭一

川 高 34 期
植村　雄三

川 高 42 期
春田　英樹

川 高 43 期
川端　善弘

川 高 44 期
佐貫　慎也
橋元　英雄
濱田　奈緒
宇都　正信

川 高 55 期
永山　淳一

川 高 58 期
富安　彰彦
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第
四
十
七
回
総
会
報
告幹

事
長
　
皆
元
正
幸
（
川
高
二
十
四
期
）

第
四
十
七
回
総
会
は
平
成
二
十
四
年
六
月
二
日
（
土
）
に
東
海
大
学
校
友
会

館
に
て
ご
来
賓
を
含
め
百
五
十
二
名
の
出
席
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
つ
講
演
会
は
、
初
め
て
同
窓
生
の
井
上
順
孝
・
國
學
院
大
學
教

授
（
川
高
十
八
期
）
に
講
師
を
お
願
い
し
ご
講
演
を
賜
り
、
ま
た
懇
親
会
で
は

歌
手
の
永
山
淳
（
川
高
五
十
五
期
）
君
に
歌
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
、
出
席
者
の
年
齢
が
年
々
高
齢
化
し
て
お
り
、
若
い
会
員
の
参
加
が
期

を
追
う
ご
と
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
懸
念
材
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
よ
り
参
加
費
の
大
幅
な
引
き
下
げ
の
実
施
と
、
若
手
幹
事
の
発

掘
に
よ
り
情
報
交
換
を
計
り
若
い
層
の
出
席
増
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
を
期
ご
と
に
配
列
し
、
全
員
着
席
で
前
後
の
期
の

方
と
も
広
く
懇
親
が
出
来
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
お
声
を

か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
同
窓
会
は
二
年
後
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
後
も
同
窓
会
活
動
を
通
じ
て
母
校
の
発
展
と
後
輩
の
健
全
な
成
長
に
少

し
で
も
寄
与
で
き
る
よ
う
に
運
営
し
て
参
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
活
動
経
過
等
報
告

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日

平
成
24
年

4
月
15
日　

会
報
11
号　

校
了

4
月
24
日　

幹
事
会
事
前
準
備
（
幹
事
会
配
布
資
料
、欠
席
幹
事
宛
案
内
発
送
作
業
）

4
月
25
日　

役
員
・
幹
事
会
（
第
47
回
総
会
の
議
題
、会
報
・
案
内
等
資
料
配
布
）

4
月
26
日　

会
報
寄
稿
及
び
広
告
掲
載
者
へ
の
お
礼
状
発
送

5
月
25
日　

中
間
集
計
を
幹
事
宛
発
送

5
月
31
日　

総
会
最
終
準
備

6
月
2
日　

第
47
回
総
会
開
催

7
月
25
日　

役
員
会
（
総
会
反
省
及
び
今
後
の
課
題
）

9
月
25
日　

役
員
会
（
課
題
へ
の
取
組
み
状
況
報
告
）

10
月
25
日　

役
員
・
幹
事
会
（
第
48
回
総
会
に
向
け
て
の
課
題
等
の
討
議
）

11
月
22
日　

若
手
懇
親
会
（
若
い
層
の
出
席
増
に
向
け
て
の
意
見
交
換
等
）

平
成
25
年

1
月
23
日　

役
員
会
（
会
報
12
号
制
作
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
）

2
月
25
日　

会
報
寄
稿
の
依
頼
状
発
送

3
月
12
日　

役
員
会
（
進
行
状
況
の
確
認
他
）

3
月
28
日　

広
告
掲
載
の
お
願
い
発
送

卒業年 卒業期 幹事氏名 第45回
2010.6.5

第46回
2011.6.4

第47回
2012.6.2

川　内　中　学
昭和 17 41 長 谷 場　 琢　 哉 2 2 2

19 43 1
20 45 富 士 代　 照　 夫 1 1 1
22 46 菊　 池　 史　 憲 2 1 3
23 47 （ 山 口　 秋 知 ）
24 48 （ 上 野　　 学 ）

川　内　高　女
21 28 皆　 吉　 典　 子 1 1
23 30 瀬 戸 口　 ミ サ カ 2
24 31 中　 間　 芳　 子 5 3 1

川　内　高　校
24 1 山　 口　 秋　 知 7 7 1
25 2 上　 野　　　 学 2 2 2
26 3 細 山 田　 充　 利 2 1 1
27 4 大 六 野　 喜　 弘 9 9 6
28 5 田　 中　 正　 治 1 2 1
29 6 木　 下　 公　 明 2 3 1
30 7 岡　 野　 孝　 司 10 11 4
31 8 山　 口　　　 章 4 4 4
32 9 柳　 田　 宏　 幸 12 9 12
33 10 上　 野　 ツ　 ヤ 15 14 14
34 11 川　 原　 勝　 義 9 13 4
35 12 森　 園　 泰　 夫 10 13 10
36 13 落　 合　 寛　 周 6 4 3
37 14 青　 崎　　　 済 1 4 1
39 16 齊　 藤　 忠　 麿 8 5 6
40 17 高　 城　 尚　 子 7 4 7

卒業年 卒業期 幹事氏名 第45回
2010.6.5

第46回
2011.6.4

第47回
2012.6.2

41 18 二　 木　 幸　 男 3 4 13
42 19 1 1
43 20 尾　 曲　 博　 司 10 12 14
44 21 徳　 丸　　　 律 1 1 7
45 22 山　 下　 重　 孝 1 1 3
46 23 坂　 元　 隆　 也 2 2 1
47 24 皆　 元　 正　 幸 3 4 8
48 25 桑　 原　 能　 章 1 2
49 26 渡　 邉　 泰　 久 5 2 5
50 27 末　 永　 力　 男 2 3
51 28 植　 村　 健　 二 1 1 1
52 29 2
54 31 石　 上　 聡　 子 1
55 32 永　 田　 昭　 一 1
56 33 久 木 野　　　 誠
57 34 流　 合　 正　 明
62 39
63 40

平成元 41 三　 本　 深　 志 1
2 42 春　 田　 英　 樹
3 43 田　 端　 善　 弘 1 1
4 44 宇　 都　 正　 信 3 3
8 48 田　 代　 隆　 志 1
15 55 山　 下　 晋　 平 1
17 57 1
18 58 1 1

来　　賓 4 4 3
合　　計 157 151 152

●
東
京
可
愛
山
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
総
会
出
席
状
況
●

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

（
注
）
出
席
者
が
あ
る
期
を
掲
載

第 47 回　東京可愛山同窓会　会計報告　平成 24 年 6 月 2 日（土）東海大学校友会館にて開催
自　平成 24 年 4 月 1 日　至　平成 25 年 3 月 31 日 （単位 : 円）  

収 入 の 部 支 出 の 部
前年度繰越金

会 費

広 告 料

寄付金収入

維持会費収入

利 息 収 入

545,034

1,338,000

190,000

39,000

584,120

85

平成 23 年 6 月第 46 回総会から平成 24 年 3 月 31 日まで

出席 152 名 川内中学　  6 名

（うち、来賓 3名） 川内高女　  2 名

 川内高校　141 名

会報広告料 19 件

総会当日 4件

総会当日納入分 140 件　　　　　140,000

振込分 444 件　　　　　　　　　444.120

預金利息

総 会 経 費

幹事会経費

事 務 費

1,920,371

154,631

191,156

東海大学校友会館支払 1,214,170
総会飲み物代 7,243
会員みやげ代 153,200
会報印刷代 87,780
出欠ハガキ、封筒等印刷代 115,500
総会通知用・切手代 153,000
料金受取人払後納分（661 通） 43,290
講師謝礼 100,000
さつまあげ 30,000
その他（資料搬送代、写真代） 16,188
会場使用料                                          48,730
食事代                                                51,369
案内状等郵送料　　　　　　　　　　　　24,532
若手懇親会　　　　　　　　　　　　　　30,000
事務局使用料 50,000/ 維持会費振込料金（444 件）
47,880/ 振込手数料 4,330/ 事務用品等 20,368/ 東
京薩摩川内会出席 20,000/ 関東鹿児島県人会連合
会出席・広告 40,000/卒業式・本部同窓会祝電 8,578 

雑 収 入 9,000 ちりめんじゃこ販売
合 計 2,705,239 ① 合 計 2,266,158 ②

  差引残高（①－②）439,081（みずほ銀行普通 286,175　ゆうちょ銀行普通 152,906）　差引残高 439,081 円は第 48 回総会へ繰越

左
記
の
通
り
報
告
し
ま
す
。

東
京
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会　
　

計　

植
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健
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監
査
の
結
果
、
左
記
の
通
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
ま
す
。
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関東地区

10期会（燦々会）
世話人代表

久 保 信 行
可愛山同窓会幹事

上 野 ツ ヤ

川高15期会

第 65 回母校卒業式に
87 名参加

川高20期卒
（四三会）

平成 25 年 11 月 9 ～ 10 日
四三会東京同期会開催
（80 名余参加予定）
会場　ホテル日航東京

（お台場）

川高25期会
世話人

桑 原 能 章
小 平 義 久
下 薗 裕 明

東京可愛山同窓会会則　　　平成 25 年 6 月 1 日改訂 ( 案 )

第 1 条　本会は、東京可愛山同窓会という。
第 2条　本会は、会員相互の親睦をはかり、母校との緊密な連絡の下に、母校の健全な発展に寄与することを目的と

する。
第 3条　本会員は、下記の二種とする。

1 通常会員
川内中学校・川内高等女学校・川内高等学校・同併設中学校の卒業生および以前に同校に在学した者。
2 特別会員
本会で推薦した者。

第 4条　本会の役員および幹事を次のとおり定める。
1 会長 1 名、幹事長 1名、副会長及び副幹事長、会計ならびに会計監査を各若干名おく。また必要に応じ、
名誉会長、顧問を若干名おき、役員会を構成する。
2 会長は、総会で選出する。
3 役員は、会長の指名により通常会員の中より選任し、総会の承認を得て選出する。
4 役員会は必要に応じ、会長が招集し役員の過半数が出席して成立し、出席者の過半数の賛成を得て決定す
る。
5 幹事は、各卒業期から選出し、会長がこれを委嘱する。幹事は、各卒業期の会員と密接な連絡をとり、本
会を円滑に進めることに努める。
6 必要に応じ役員、幹事合同会議を開き、会の運営に関する必要な事項を協議する。
7 役員の任期は 2年とし、再任することを妨げない。

第 5条　本会の目的を達成するため、毎年 1回総会を開催し、会活動および会計の報告を行い承認を得るものとする。
第 6条　本会は、会長の指定するところに本部を置く。また会計の所在地を役員の会計担当自宅に置く。
第 7条　本会の経費は、通常会員より年額 1000 円の維持会費を徴収し、本会の目的達成のために使用する。なお、

寄付金および雑収入のあるときは、経費に充当することができる。
第 8条　会務運営上、緊急を要する事項については、会長の提案により、役員会の承認を得て処理し、後日、総会に

報告し承認を得るものとする。
第 9条　補則

この会則は、昭和 41 年 4 月 1 日より適用する。

附則
1. 本会の本部を東京都豊島区高田 3-18-11 シルヴァ - 高田馬場ビル ( 株 ) キーバインド内に置く。
2. 東京可愛山同窓会会則を、平成 25 年 6 月 1 日に改訂する。

編
集
後
記

●
記
事
訂
正
と
お
詫
び

会
報
第
十
一
号
１
面
、
愛
甲
新
会
長
の
挨
拶
の
表
題
が

「
東
京
可
愛
同
窓
会
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
東
京
可
愛
山
同
窓
会
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
広
告
欄
に

誤
字
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
深
く
陳
謝
い
た
し
ま
す
。

○
会
報
第
十
二
号
の
発
行
に
当
た
り

昨
年
の
同
窓
会
を
閉
会
す
る
際
、「
毎
年
少
な
く
な
る
参

加
者
を
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
？
」
と
提
言
が
あ
り
、
新

会
長
様
を
は
じ
め
、
副
会
長
様
の
「
熱
き
思
い
」
の
下
、

役
員
の
皆
様
も
一
丸
と
な
っ
て
検
討
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
に
点
在
す
る
可
愛
山
同
窓
会
の
活
動
状
況
を
具
に
調

査
し
、
数
多
く
の
情
報
を
収
集
、
併
せ
て
、
期
ご
と
の
幹

事
様
の
協
力
を
仰
い
で
、「
東
京
可
愛
山
同
窓
会
の
会
則
」

の
改
訂
か
ら
会
の
運
営
方
法
の
改
善
に
精
力
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

今
回
、
当
会
報
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
お
伝
え
し

た
く
編
集
し
ま
し
た
。「
東
京
可
愛
山
同
窓
会
」
創
立
五
十

周
年
を
２
年
後
に
控
え
て
！

（
編
集
者
）

同期PRコーナー
高女 31 期 毎年 10 月中野サンプラザで開催、昨年 10 名参加
川高 4 期 本年 4 月 8日（月）市比野のホテル「グリーンヒル」に
　　　　　 て「傘寿全国大会」を開催、88 名参加
　　　　　大会会長　宮里　寛
川高 7 期 昨年 5 月、鎌倉ウォーキング
                毎年 11 月頃同期会開催
川高 10 期 卒業年の昭和 33 年を使って 33 会（燦々会）と称し、現
　　　　　在会員は 80 名ぐらい
　　　　　毎年 1回の懇親会開催
　　　　　昨年「箱根」の 1泊 2日の旅行、参加者 20 名
川高 12 期 昨年 10 月 28 日「KKR箱根　清風荘」にて同期会 19 名
　　　　　参加
　　　　　毎年 10 月最終日曜日に開催の予定
川高 14 期 昨年同期会 2回開催、それぞれ 9名と 20 名参加
川高 24 期 昨年 11 月 10 日銀座「素処」にて開催、24 名参加
川高 26 期 昨年 12 月 1 日品川プリンスホテルにて開催、20 名参加

東京17期会

同期会・同窓会に
おじっゃたもんせ


